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 時限つきの明確な目標設定により事業の効果がＵＰ 

→ 行政サービスの「質」の向上 

 

終わらない行財政改革 

による 

職員の疲弊・削減の限界

 

生産年齢人口の減による

財政の硬直化 

市民ニーズの多様化 

 「ＰＤＣＡサイクル」から「ＢＤＣＳＡサイクル」への転換 

 Build  →  Do  →  Check  

          ↑          ↓ 

  Action   ←   Scrap  

社 会 背 景 

①景気の悪化、②少子高齢・人口減少社会の進行、③地方分権の推進などによる 

財政状況の悪化・業務量の増加 

効果 

 “スクラップ＆ビルド基準”の設定による 

スクラップのための環境づくり 

・安易な事業の継続は認めない 

・事業の目的意識の明確化 

・事業を終了することに対する職員の抵抗感の除去 

提案 

業務量の削減が必須 

  提供すべき行政サービスの量が増大する一方、 

体力の低下（財源不足・人材不足）に伴い、 

行政サービスの「質」の低下を招く恐れがある。 

問題 

さらなる行財政改革の実行 

経費の削減・職員数の削減・業務の効率化 

行財政改革の実行 

経費の削減・職員数の削減・業務の効率化 

課題 

【今後予想される事象】


